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研究成果の概要（和文）：本研究課題は，MaaSへの社会実装が進む中，今後発生が強く懸念される条件不利環境
下での「モビリティ・サービス・ギャップ」の影響を抑制するため，過疎地等の条件不利環境下に適応するMaaS
について，行動の理論分析と社会への実装を行うことを目的として実施した．
研究を通じ，条件が不利な環境である過疎地域において，オンデマンド交通システムやサブスクリプション型運
賃の設定による交通変容メカニズムを理論的に明らかにするとともに，実証実験を通じ，行動変容状況を確認し
た．また，得られた知見を援用し，G7広島サミット時の交通マネジメントや能登半島地震の災害時対応型公共交
通情報提供システムの開発と実装を行なった．

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research project was to conduct a theoretical analysis 
of the behaviour of MaaS adapted to depopulated areas and other disadvantaged environments, and to 
implement it in society in order to control the effects of the "mobility service gap" in 
disadvantaged environments, which is a major concern that is expected to arise in the future as the 
social implementation of MaaS progresses.
Through this research, we theoretically clarified the mechanism of transport change by establishing 
on-demand transport systems and subscription-type fares in depopulated areas with unfavourable 
conditions, and confirmed the status of behaviour change through demonstration experiments. Based on
 the findings, this research group developed and implemented travel demand management system for the
 Hiroshima G7 Summit and a public transport information system for the Noto Peninsula earthquake 
disaster.

研究分野：土木計画学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的意義・社会的意義は，今後発生が懸念される「モビリティ・サービス・ギャップ」の影響を抑制
するため，災害発生時や過疎地，大規模イベント下等の条件不利環境下に適応するMaaSについて，意識・行動変
容の理論分析と社会への実装を行った点である．意識・行動メカニズムを明らかにするとともに，過疎地におけ
る地域交通政策にフィードバックし改善を図り，また，G7広島サミットや能登半島地震等の災害時の統合情報マ
ネジメントや交通制御に研究成果を実装し役立てた．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
公共交通をはじめとした，モビリティ全般の環境が「MaaS」の概念の提唱と具現化により大
きく変化しようとしている．MaaS(Mobility as a Service)とは，出発地から目的地までの移動ニ
ーズに対して最適な移動手段をシームレスに一つのアプリで提供するなど，移動を利用者にと
っての一元的なサービスとして捉える概念であり，我が国においても 2019年度より，国土交通
省が”日本版MaaS”と称し，先行モデル事業を開始している． 
 しかしながら，”MaaS”をはじめとしたモビリティ・サービスの高度化により，以前から発生
していたモビリティを取り巻く問題が一気に解決するとは限らない．特に，過疎地などの「条件
不利環境」でも MaaS に対する期待は高いものの，一方で都市部と比べて厳しいモビリティ環
境が，さらにモビリティの地域間格差が広がる恐れも懸念される．その理由として，①様々なサ
ービスをつなげる上での鍵となる IT/ICT への対応・適応の遅れ（データ連携含む），②そもそ
ものサービス水準の低さ，③人材の質的・量的な不足や投資主体の不足（民間ビジネスとしての
成立性）などが挙げられる． 
 上記のような，MaaSによるモビリティ・サービス・ギャップの副作用の影響を抑制するには，
MaaS が志向し実現するサービスの特性を踏まえた交通行動や選択行動メカニズムの解明が必
要となる．海外に端を発した都市型のMaaSは，利用可能なサービスを ITで接続し，定額料金
制（ある程度利用し放題）としているものが多い．サービスの統合と一元化により選択肢が充実
し，より完全情報下での選択に近い環境が実現し，主に利用者は交通手段や経路選択に変容が発
生する． 
しかしながら過疎地等の条件不利地域ではモビリティサービスの創出による移動（トリップ）
の創出やそれに伴うライフスタイルの変化が生じることが想定される．また定額制サービスに
ついても，都市部では主として経済合理性によりサービス購入の判断がなされる可能性がある
が，過疎地ではモビリティ・サービス維持の目的やコミュニティの関係性など，経済合理性では
なく，「地域のために」など，利他的な意識からサービス購入契約を判断する可能性も考えられ
る．結果，その行動が交通行動やライフスタイルへも及ぶ可能性がある．こういった現象は，
MaaSの各レベルにおいても，一般的な地域や環境下と過疎地等での条件不利環境下では反応が
異なる可能性があり，この点を考慮する必要がある．条件不利環境下では，通常時の交通需要予
測が前提としている，例えば利用可能な選択肢から完全情報下で行動を選択をするといった条
件が当てはまらず，また，交通行動予測モデルの説明要因に交通サービス以外の要因が加わって
くる可能性があるなど，従来から用いられてきた一般的な予測モデルが通用しないことが考え
られる．その結果，MaaS等の交通サービスの高度化に対する評価も，単に交通量・移動量の視
点だけでは評価不能となってくる． 
 
２．研究の目的 
本研究では，今後発生が懸念される「モビリティ・サービス・ギャップ」の影響を抑制するた
め，過疎地や災害発生時等の条件不利環境下に適応する MaaS について，行動の理論分析と社
会への実装を行うことを目的とする． 
具体的には，条件不利環境下での一般的な交通サービスや情報統合による行動変容の状況や
発生メカニズムを定量的に把握すること，「利他的な意識・行動」など，経済合理性以外の要素
が交通行動・サブスクリプション契約行動等にどのように影響するかを定量的に把握すること，
「利他的な意識・行動」や社会的相互作用を考慮した動機付けや情報提供により，それがない場
合と比較しどの程度変化が生じるかを定量的に評価すること，その上で，「条件不利環境下対応
型MaaSシステム」を構築・開発することである． 
 
３．研究の方法 
 本研究課題では，前半では「条件不利環境下対応型 MaaS システム」の構築に必要となる理論
研究を中心に行い，後半では社会実装研究のウエイトを高めて実施した． 
（１）相互作用考慮型交通行動予測モデルの開発 
 一般化しつつある既存の MaaS サービスを参照し，条件不利環境下（過疎地住民等）を対象に，
必要とする情報や現時点で一般化されている統合型交通サービス・統合型情報の受容可能性や
ニーズ，移動や生活活動における他者との関係性等をアンケート調査により把握した． 
 「都度払い」が中心の公共交通運賃から，「定額乗り放題」や金額の一部を自治会組織に還元
するなどの料金や契約形態の設定による交通行動やサブスクリプション契約の意思決定構造に
ついて明らかにするため，SP 調査によりアンケートを実施し，行動メカニズムを理論的に分析
した． 
 さらに，条件不利地域（広島県の中山間地）において，一定期間サブスクリプション運賃を導
入し，実際に交通サービスを利用する実証実験を実施し，行動の変化に関する実証データを得た
上で，同時にアンケート調査（RP 調査）を実施し，行動変容に与えた要因を明確化した． 
 その上で，SP 調査および実証実験調査で得られた結果を踏まえ，条件不利環境下での交通行



動・交通需要を予測するモデルを構築した． 
 
（２）条件不利地域適応型 MaaS システムのための基礎調査 
様々なアプリや検索・決済サービス，QR コード等が普及しつつある中，これらのサービスに
ついて，属性（年代・性別等）との関係性にも着目し，受容可能性や情報ニーズをアンケート調
査により把握した．その上で，過疎地独特の人のつながりやコミュニティの強さ，地域の維持・
愛着等の意識を考慮し，これらの点を動機付けの内容としつつ，加えて他者の動きや実績を可視
化した情報提供システムを構築し，実証実験で試行運用を行なった． 
 
（３）条件不利環境下対応型 MaaS システムの開発と評価 
 上記の分析・検討結果を踏まえ，条件不利環境下に適応した MaaS システムを構築した．この
システムのイメージとして，単に交通情報の統合提供を行うのではなく，個人の行動パターンや
社会的ネットワークを解析した上で構築した．研究期間中に発生した能登半島地震において，道
路寸断等により混乱した公共交通情報提供システムを緊急開発し，研究成果を実装・フィードバ
ックを行なった． 
 
４．研究成果 
（１）相互作用考慮型交通行動予測モデルの開発 
 中山間地域のモビリティサービスの課題として，1点目は自宅等の出発地からバス停までの距
離が遠いこと，2点目は都市部に比べて移動距離が長く，かつ一人当たりの運行費用が高いこと
も背景にあり，バス等公共交通利用時の運賃支払額が高いことである． 
具体的には，1点目の問題については，対象地域の住民の高齢化進展により，自宅から停留所，
また，降車停留所～目的地までの移動が困難となっている可能性が考えられる．その結果，自動
車を手放せない環境が続いたり，あるいは自動車を手放した場合に，現行の路線バスサービスで
は，高齢化が進む住民の通院・買い物等の移動ニーズに対応できなくなってきている． 
2 点目の問題については過疎地ではバスの乗車に対する運賃額は移動距離が長いため高額に
なり，負担感が大きく，バスを気軽に利用できるとは言い難い．一方でバス車両の供給量(定員)
には余裕があり，有効活用の余地がある． 
これらの課題に対し，1点目は「AI 配車型デマンドバスサービス」の導入，2点目は「サブス
クリプション（定額乗り放題）サービス」の導入での解決を試みる．前者は MaaS による新たな
交通サービスの導入を志向するものであり，後者は 1 つのサービスとしてプライシングするこ
とを志向した． 
こうした条件下で，広島県呉市の島嶼部を対象に，公共交通に関する意識の SP アンケート調
査を実施し，MaaS のサブスクリプション運賃の導入時の受容性を検証するために，非集計バイ
ナリーロジットモデルを用いて分析した．モデル分析の結果，金額が上昇すると購入意欲が低下
し，また，年額一括購入の支払いは，１ヶ月あたりの負担額が低くとも購入意欲が低下すること
を示している． 
また，サブスクリプションチケットの名称を，運賃収入の一部を地域活動に還元する，「地域
会員制チケット（地域還元型）」とした場合には，購入意欲が上昇し，社会的なつながりとの関
係性が正の効果を及ぼすことも明らかとなった．また，地域ぐるみでの公共交通利用意識や実績
の向上が期待できる可能性を示すことができた． 
 
（２）条件不利地域適応型 MaaS システムのための基礎調査 
広島県北部の中山間山地で，「AI 配車型デマンドバスサービス」の導入，2点目は「サブスク
リプション（定額乗り放題）サービス」の導入実証実験を実施した．これらの MaaS サービスの
導入により，外出回数の増加も確認され，地域の消費拡大にも寄与しうる可能性が確認された．
また，サブスクリプション運賃は運行本数が少ない過疎地でも，受容可能性が高いことが確認で
きた．収支改善への可能性も高く，当該路線にいて 1,500 円/月のサブスクリプション運賃制度
を導入した場合は，購入者が 300 人程度を上回ると，収益は改善する結果となること，また，サ
ブスクリプション制度導入によって，地域公共交通の利用状況を可視化することができる点も
重要なポイントである．とりわけ，本実証実験が自治会の協力を得て実施し，その協力に対し対
価を支払うという形態を取った．結果として地域からのモニター参加者も 100 名近くとなり，地
域住民の人口に占める割合は無視できない比率となった．結果，地域全体として公共交通を維持
していくという運営モデルの可能性を示す結果が得られた． 
また，同地区にある観光名所への観光客公共輸送手段及び観光地の回遊輸送手段の補填とい
う形で新たな交通サービスを試験導入する実証実験と情報提供システムの構築を実施した．市
内の交通拠点からその観光施設までを二次交通で接続し，観光施設内の回遊輸送を「GSM」で結
ぶ．これらの新たな交通サービスと既存の都市間高速バスを一元化した「MaaS」システムの構築
を行った．加えて，観光地内での食事料・施設入場料・現地での買い物代金も「MaaS」システム
に組み込み，一元化させた．加えて，上記の交通システムを Google Map に表示させるような交
通情報の一元提供も整備した． 
「観光版 MaaS」の利用者の評価として，8割以上の人が「良い」以上の評価を示しており，本
観光 MaaS は，通常のツアーと引けを取らないほどの利用者からの評価を得ていた．この結果は，



今後の過疎地においての「観光集客」における最適な方法を示していると考えられる．現在，過
疎地においては，「公共交通網の衰退」や「人口減少」等，様々な課題が発生している．過疎地
における既存の交通網及び観光資源を一元化し MaaS モデルを作成することは，地元側としても
企画・運営等の負担が少なく，また，利用者側としても評価が高いことから，今回実装した「観
光版 MaaS」の内容は，過疎地域の活性化に最適な手法であることが示唆される．一方で，利用
者のアンケートから「ガイドをつけてほしい」や「観光エリア内における観光をより充実させて
ほしい」という意見があった．ガイド案内や観光の充実については，観光をより楽しんでもらう
ために必要であると考えられる．しかし，担当決めに時間や労力が発生してしまうという課題が
ある．これらについては，今後「観光版 MaaS」による観光振興の効果を明確化することで，地元
住民といった多くの方々を巻き込んで，観光地としての魅力を高めていく必要があると考えら
れる． 
 
（３）条件不利環境下対応型 MaaS システムの開発と評価 
上記の分析・検討結果を踏まえ，条件不利環境下に適応した MaaS システムを構築した．構築
した情報システムのコンセプトや機能については，実際に一部機能を運用した，令和 6年元旦に
発生した能登半島地震でのシステムでは，被災地の鉄道も道路も大きなダメージを受け，バス等
の公共交通での移動も困難な時期が続いた．その後，道路や鉄道が段階的に復旧し，それに対応
して地域内・外のバス等の交通サービスも順次復旧されつつあるが，地域公共交通の全体及び個
別の運行状況の把握は極めて難しい状況であった．その結果，過度の移動自粛や自動車への依存
にも繋がった可能性があった． 
災害時の MaaS 情報提供が必要とされる背景には，①情報が事業者・行政単位で散在，②統合
した情報を発信する公共性の高い担い手組織の不在，③正確かつ鮮度の高い情報を発信するた
めの体制構築，④これらを含めた災害時の交通情報提供に関する枠組み・制度が存在しない，と
いった要因がある．さらに，大規模自然災害が頻発するものでもないため，災害時の情報提供の
ノウハウが蓄積されない，という要因もあった． 
本研究の一環として構築した情報提供システムは，自家用車以外で能登を訪れる際に必要な、
鉄道、バス、コミバスや乗合タクシーなどの運行情報を網羅することを目的として開発した．構
築にあたっては，①災害時の公共交通情報について，提供すべき方法，情報提供方法，情報の収
集と加工の流れ，行政含めた関係者との連携・役割分担を整理したこと．②Web ページの作成を
通じ，誰のどんな移動をターゲットとするか，③情報発信後の受け手の間のコミュニケーション
とその後の行動変容を想定し設計している．具体的には，各交通事業者及び各自治体の公式発表
に基づいて発信し信頼性を確保するとともに，更新があればすぐに変更を反映できる体制を整
え（各交通事業者・自治体の発信元情報の更新有無を自動的に検知し事務局に通知する RSS の活
用により，人力を経ず迅速かつ確実な更新作業を実施した），また，大きな変更がある際は適時
に交通事業者及び行政機関から情報提供の協力体制を構築し，統合情報発信のための仕組みも
整えた． 
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